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い
さ
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駒
門
自
衛
隊
協
力
会

人́

長

勝
間
ロ
エ
司

謹
ん
で
新
年
の
お
嘔
朴
を
中
し
上
け
ま
す
．

駒
門
駐
屯
地
の
隊
は
、
こ
家
族
の
皆
様
に
は
、
暉
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
に
１
す
．
隊
の
十
様
に
は
、
日
本
の
平
和

と
独
立
を
守
る
た
め
の
活
動

・
＝
夜
訓
練
に
務
め
て
い
た
だ
く

方
、
国
連
平
和
維
持
活
¨
ヤ
災
害
派
遣
の
救
援
活
動
な
ど
、
こ
れ

迄
の
様
々
な
活
動
に
対
―
、
多
く
の
地
区
民
が
感
銘
を
受
け
、
そ

の
任
務
の
重
要
性
が
理
岬
ｉ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
日
頃
か
ら
宙
卜
同
公
園
ま
つ
り
、
文
化
祭
、
占
‐――
祭
、

中
学
生
の
駐
屯
地

‐
ｉ方
‐‐――
た
し
様
々
な
形
で
、
宙
十
同
地
区

へ
の
ご

支
援
を
賜
り
、
重
ね
て
ｌｉｌｌ
に
中
し
上
げ
ま
す

今
後
と
も
、
駒
門

，
こ
地
と
助
門
自
衛
隊
協
力
会
と
の
互
い
の

・
支
援
活
動
が
、
自
衛
隊
″
ひ
地
区
発
展
の
一
助
と
な
る
様
、

イ
‐
ｉ
頼

一
関
係
を
強
め
て
参
り
た
い
ｔ
思
い
ま
す
。
人
隊
を
志
望
す
る
若
者

一
た
ち
を
送
り
出
す
な
ど
Ｌ
Ｌ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

一　

隊
員
の
皆
様
の
ご
多
Ｉ
Ｌ
益
々
の
ご
活
躍
を
析
念
中
し
Ｌ
け
、

一
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す

ご

あ

い
さ

つ

≒
爵
祐紺鋼瑚
ヵダ

新
年
明
け
ま
し
て
お
も

、と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

皆
様
方
に
は
志
無
く
川
「
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す

昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
ーーーー
ー‐，‐‐
１＞
落
ち
着
き
、
世
の
中
が
動
き
始
め
た

様
な
感
じ
で
す
が
、
助
円
―――
屯
地
の
皆
様
は
何
の
変
わ
り
な
く
訓

線
教
育
に
参
加
さ
れ
、
誠
●
１１１１
片
労
様
で
す
．

今
年
も
雪
シ
ー
ズ
ン
ト
な
―ナ
、
人
雪
の
除
■
作
業
が
日
衛
隊
に

頼
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、

―――
防
か
主
任
務
の
Ｈ
衛
隊
が
、
災
害

派
遣
な
ど
に
駆
り
出
さ
＝

′―，
姿
は
国
民
の
支
持
を
得
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
、
自
衛
隊
が
便
利
‐‐―
で
史
い
の
か
と
の
声
も
な
り
ま
す

自
衛
隊
は
今
、
宇
宙

ヤ
ーサ
イ
ハ
ー
問
題
な
ど
の
新
任
務
が
多
様

化
す
る
内

（な
か
）
組
織
Ｌ
し
て
相
当
無
理
を
重
ね
て
い
る
よ
う

で
す
．
″災
害
派
遣
な
ど
で
―，１１
習
や
訓
繰
時
間
が
削
ら
れ
れ
ば
国
防

に
直
結
し
、
練
度
が
ド
か
る
こ
と
へ
の
現
場
指
―ｌｌｉ
官
の
危
機
感
が

高
ま

っ
て
い
る
と
言
わ
――
く
い
ま
す
．
自
衛
隊
本
来
の
使
命
に
つ

い
て
論
議
を
深
め
る
べ
、

三
思
い
ま
す
．

本
年
も
隊
員
の
十
様
、
岬
身
体
を
大
切
に
し
て
益
々
の
ご
活
躍

を
心
か
ら
折
念
中
し
Ｌ
け
―
す

ｔ

Ｌ

ヽ
――
分

の
気
＝

ら
を

　
は
じ
め
お
Ｌ
話
に
な

っ
た
す

――ｌ
ｆ

●
仁

ｒ
ら
れ
る
よ
ふ
′
　

へ
て
の
方

々
に
感
謝
し
　
少

Ｆ
Ｌ
て

い

二
た

い
で
す
　
　
　
‐
二
ヽ
も
忍
Ｌ
し
て
ヽ
るヽ
よ
う

に
口
張
り
す
す

含″ 6年にム十歳 (は たち)を 迎える隊員の鰺今

令
和
六
年
に
二
十
歳
（は
た

ち
）
を
迎
え
る
、
機
甲
教
導
連

隊
、
第

一
高
射
特
科
大
隊
及

び
富
士
燃
料
出
張
所
の
隊
員
、

一十

二
名
を
紹
介
致
し
ま

言十

肖
目t「1劇目

|
|||

| |,1'I

ヽ
'「

ち 1,′

, t i ll
l:「 |,  I

I,li l● 1

1 . 1 .11

1′ り|( ′

■ ′′i(11,

′  || |
' i l. |

| , II I
‐ｉ
け
¨
一
‐Ｌ
　
“仰
高
い
０

」

‐　
´
ン
　

■

‐
　

リ

か

――――
――ｌ

ｌｌ
　

」，
上
を

る

こ
Ｌ

が

で
〓
た

の

”

ヽ
た
人

の
お

か
け

〓
た

か

つ
た
く

ヽ
・

卜
晨

に
な

り
、
社
会

人
と

し

て
自

分

の
知

識

や

籠
力

を
向

Ｌ

で
き

る
よ
う

に
　

日

々
精

進

し

て

い
き

た

い
て

，
．

パ状≧

|い文イヤ′人 両
々 1::に れ 今

!に :↑ :

1ヽ ||lil:::|:

:′:`i':`:11
'う

`,1た
た

耐

ぽ
・払

■
，
晟
を

迎
え

る

に
あ

た
り

、
職
務

や
私
生

活

に

お

い
て
積
極
的
に
挑
戦
し

先
■

方

に
早
く
追

い
つ
け

る
様

に
――

々
、
努
力

し

て

い
き
ま
すぱ∩

国
`11〕

i♪



令和 6年 1り i1211

，
Ｉ
・Ｊ

離鼻
一

吻
一

一
駒(2)第 52号

1駒

Fヨ

地
一

見事 2連覇 した本部管理中隊

上
高

射

直

接

支

援

隊

一１

入
指

令
和

五
年
九
月
四
日

（
月
）
か
Ｌ

（
＝

（金
）

ま

で
の
間
、
駒
門
駐
屯
地
業
務
は
ほ

‐方

‐―――
兵
姑

実
動
訓
練
」

に
参
加

し
て
、
市
――‐―
ト

ツ
フ
地
震
災

害
時
に
開
設
さ
れ
る
、
方

――――

――‐，
■
―‐
靖
巣
地

に
お

け
る
各
種
調
整
及
び
、
補
給
品

（敲
＝

′―く
）
の
払

出

・
横
枚

・
輸
送

の

一
連

の
行
■
を
演
級
し
、
大

規
模
地
震
災
害
時

に
お
け
る
後
方
ｋ
Ｌ
基
盤

の
強

化
を
図

っ
た
．

へ
′
回
は
■
動
訓
練

に
よ
る
成
果
を
路
ま
え
、
明

ら
か
に
な

っ
た
施
設
迎
営
Ｌ

の
――――
題
点
と
対
策
を

案

―――
し

て

‐
――
画
を
修
正
す
る
■
、
し
後

の
業
務

の

資
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
．
引
き
続
き
、
各

部
隊

か
安
心
し
て
任
務
を
遂
行

で
き
る
暇
城
構
築

に
努

あ

て
い
き
た

い

第一後方支援連隊
第二整備大隊

高射直接支援隊長

⌒
東
部
方
面

第
‐０５
全
般

転

出

指

揮

官

紹

介

三
第

一
後
方
支
援
連
隊
第
二
整
備
大
隊

高
射
直
接
支
援
隊
長

一
尉
　
北
村
　
一員
広

転
出
先

¨
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
（桂
）

還

奮

難
・
慮

彗

嘔
機
甲
教
導
連
隊

‐―――＝　
小
坂
　
永
治

令
和
六
年
二
月
九
日

（金
）

己
第
４３３
会
計
隊
駒
門
連
絡
班

准
尉
　
内
＝
　
十
也

令
和
六
年
二
月

（予
定
）

〓
東
部
方
面
輸
送
隊
駒
門
自
動
車
教
習
所

三
佐
　
小
林
　
輝
臣

令
和
六
年
五
月
十
六
日

（木
）

□
関
東
補
給
処
富
士
燃
料
出
張
所

二
曹
　
松
田
　
英
俊

令
和
六
年
五
月
二
十

一
日

（火
）

瞳

畢

富
士
山
す
そ
の
ラ
リ
１
２
０
２
３
大
会

令
和
五
年
十

一
月
五
日

（
日
）
裾
野
市
運
動
公
国
に
お
い
て
、
〓
ｏ
バ
￥
＞

め
＞
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
３
一∞
”
“
ξ

Ｑ
ン』
８
”

第
１。
戦

宙
上
山
す
そ
の
一
人
会
が
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
企
画
で
あ
る

「働
く
車
」
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、

１６
式
機

動
戦
闘
車
及
び
１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
展
示
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
事
を

添
え
た
．
併
せ
て
睦
卜
自
衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
呼
ひ
か
け
、

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
大
感
況
の
の
ち
に
開
幕
し
た
。

富

士

岡

公

令
和
五
年
十

一
月
十

一
日

（十
）

御
殿
場
市
に
所
在
す
る
富
■
同
公

園
に
お
い
て
第
２
日
常
十
岡
公
Ｈ

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
駒
門
駐

屯
地
は
、
テ
ン
ト
　
ト
ニ
張
、
机

四
十
脚
、
紅
白
幕
七
枚
を
設
営
し
、

会
場
運
営
を
支
援
し
た
ほ
か
、
軽

装
甲
機
動
車
及
び

１
／
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
の
装
備
品
を
展

小
し
、
自

衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

ま

つ

リ

を
呼
び
か
け
た

．
昨
年

に
増
し
て

規
模
を
拡
大
し
た
店
舗
及
び
イ
ベ

ン
ト
の
開
催

に
伴

い
、
宙
Ｌ
岡
公

国
は
多
く
の
来
場
者
で
販
わ
い
を

見
せ
た
。

来
年
に
つ
い
て
も
盛
人
に
祭
り

を
開
催

で
き

る

こ
と
を
祈
念

し
、

宙
に
岡
公
国
ま

つ
り
は
人
盛
況
の

の
ち
に
開
沐
し
た
．

第

一
高
射
特
科
大
隊
は
、
金
和

″
年
卜

一
月
二
十
九
日

（水
）
、
駒

円
駐
屯
地
に
お
い
て
、
戦
技
能
力

向
に
、
部
隊

の
団
結

の
強
化
、
隊

員
の
卜
一気

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し

「
令
和
五
年
度
大
隊
銃

剣
道
競
技
会

一
を
実
施
し
た
．

本
競
技
会
に
お
い
て
、
中
隊
対

抗
方
式

の
団
体
戦
及
び
階
級
別
等

の
イー‐‐―‐
人
戦
を
実
施
し
た
。
本
競
技

会
参
加
に
当
た
り
、
各
中
隊
は
年

度

当

初

か

ら

計

‐
―‐‐
「

と

と

も

に
、

―――‐
」

占

・

段
階
的
に
隊
ｌｔ

”
¨^

せ
、
中
隊
長
を
核
心

力
と
―――‐
喘
な
に
気

の

た
。結

果
に
つ
い
て
ｌｔ
、
本

中
隊
が
児
Ｉ
　
迎

―‐
―サー
、　
二

優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
収

っ
一

お子様連れの来場者に人気の・T
軽装甲機動車及び1/2tト ラック

」̈
一

握儡 発Rζ3無
」
―

国
機

甲

主

導

連

隊

連

隊

持

続

走

雌聞

技

〈〓

第

一
後
方
支
援
連
隊
武
装
走
競
技
会

機
甲
教
導
連
隊
は
、
令
和
圧
年

十
月

二
十

一
日

（上
）
駒
門
＝
屯

地
内
に
円
Ｍ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
．

教
育
支
援
真

っ
盛
り

の
中
、
中

隊
等

の
名
誉

の
た
め
、
自
分
の
意

地

の
た
め
に
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で

練
成
を
し
て
き
た
結
果
、
中
隊
■

対
抗

の
部
で
は
第
四
戦

‐――
中
隊
か

優
勝
を
決
め
た
。
四
中
隊
は
、
へ
′

年
度
末
に
部
隊
改
編
を
控
え
て
お

り

〓
弗
四
戦
卓
中
隊

一
と
し
て
最

後
の
持
続
走
競
技
会
で
有
終
の
美

チームー丸となり激走する隊員

○
国

際

活

動

教

育

隊

一

第
５５
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程
「国
際
活
動
」

菫覇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
活
動
数
台
隊
は
、
第

５５
‐‐――
‐
級
“
曹
特
技

一覇
　　　一　制曲
型柵］̈̈
¨̈̈一̈

一ξ

■

．黎

ヽ
軍
口
■
■

國

麟

●

■

μ

待

さ

れ

る

、

○

駒

門

駐

屯

地

業

務

隊

方

面

兵

靖

実

動

訓

瞑

　

一Ｃ
の
米
軍
研
修
等
、
幅
広

い
教
占

ｒ
■
た
後
、

実

つ
　

成
的
な
総
合
訓
練
を
実
施

し
、

―１１

■
に
お
け
る
小

部
琢
指
打
官
と
し
て
の
指
押
能
，Ｉ
の
同
ト
ル
一図

っ

た
　

字̈
生
た
ち
は
短

い
教
育
川
‐―――

¨
中

て
、
真
剣

に
教
育

に
取

り
組

み
、
技
能

向

―

に
よ

い
進

し

た
．教

育
を
修
′ｊ
し
た
学
生
た
ち
＝
――
技
　
国
際
活

動
　
を
取
待
し
、
ム
／
後
、
国
際
――

―１１
て
の
活
躍
が

高
射
直
接
支
援
隊
は
、
卜
　
月
卜
　
＝

（火
）

及
び
卜

■
Ｈ

（水
）
、
朝
霞

‐
―サーー
紳

，，
′Ｉ

Ｌ
実
施
さ
れ

た
第

一
後
方
支
援
連
隊
武
装

′
１１
赫
ル

バ
に
、　
．
コ

チ
ー
ム
〓
～
■１
名

の
計
六

コ
チ
ー
ム
か
参
加

し
た
。

グ

ル
ー
．フ
ご

と
に
結
束
力
を
↑
＝
し
、
体
力

・

気
力

の
限
界

に
挑

ん
だ
，
全
隊
――

か
凛
　
整
備
人

隊

の
成
果
に
貞
献
す

る
と
と
も
に
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最速の男が決定!!2Gpの スター ト


